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苅田町青少年育成町民会議だより

▲ >昨年の家庭シンポジウムより

心豊 かで

たくましい
青少年の育成を目指しましょう

eEiiin;i46i

▲今年の港まつリパレードより ▲昨年のウォークラリー大会より
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７

月

は

青

少

年

を

非

行

か

ら

守

る

強

調

月

間

こ
の
機
会

に
自

分

ｏ
地

域

の
子
ど

も

を

見
直

し
ま

し

ょ
う

2

補

導

環

境

部

会

〈活
動
内
容
〉

部
員
は
、
地
域
の
指
導
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
そ
の
居
住
地
域

を
中
心
と
し
て
、
日
常
の
生
活
を

通
し
た
非
行
防
止
に
あ
た

っ
て
い

ま
す
。

○
補
導
活
動

。
県
下

一
斉
夜
間
補
導

（毎
月
第

２
金
曜
日
）

。
少
年
を
守
る
日
補
導

（毎
月
第

３
水
曜
日
）

＞
夜
間
街
頭
補
導
の
よ
う
す

・
町
主
催
行
事
、
地
域
行
事
、
休

み
期
間
中
の
特
別
補
導
。

○
環
境
浄
化
活
動

青
少
年
の
健
全
育
成
に
悪
影
響

を
与
え
る
不
健
全
な
場
所
や
、
性

的
感
情
を
著
し
く
刺
激
し
、
非
行

を
助
長
す
る
よ
う
な
雑
誌
、
広
告

物
を
排
除
要
請
す
る
な
ど
、
有
害

な
環
境
か
ら
青
少
年
を
守
る
。

シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
、

少
年
の
た
ま
り
場
等
の
実
態
把
握

並
び
に
地
域
で
の
啓
発
活
動
の
推

進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ヽ_

▲昨年の有害図書追放書店訪間より
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午後 6時30分～

2.場 所

中央公民館 第 5研修室
内 容
映画 :

==■工・1舟 面白 ・ :

参加者

町内各小中高校PTA。 町民会議

会員。その他の町民。入場無料。

「ダメ・ゼッタイ」

薬物による非行・被害の

実態と体、質疑応答

3

4

有害図書・図画類の追放運動
有害指定制度のしくみ (個別指定 )

(資料 :県民会議提供)

※なお、一定の基準に当てはまる図書類 (図書、ビデオ、CD―ROM等 )、 広告物、がん具類は青少年
(18歳未満の少年)に有害なものとして取り扱う制度(包括指定制度)が平成9年 7月 から取り入れられ、

個別に指定しなくても青少年に見せたり、販売したり、掲出することができなくなりました。

→
知事への

指定要請
→ →

だ
れ
で
も
有
害
指
定

一

要
請
が
で
き
ま
す

　

一

窓   口
・市区町村の青少年

(対策)主管課
。青少年相談センター

・警察署の少年係

発

　
見

児
童
福
祉
審
議
会

へ
の
諮
問

有

　

害

　

指

　

定

興   行
(映画等)

残
虐
性

・

非
行
を

助
長
す
る

著
し
く
青
少
年
の 性

的
感
情
を

刺
激
す
る

CD― ROM等

籍

誌

ガ

オ

ノヽ
　
デ

書

雑

マ

ビ

広 告 物

が ん 具 類

人の生命、身体、財産

に危害を及ぼしまたは

非行を誘発、助長する

．澤
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平成 11年 度  町民会議総会報告

_ヽ

さ
る
５
月
３１
日

（月
）
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
第
■
回
町
民
会
議
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
団
体
よ
り
合
計
１
１
３
名
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

「会
長
は
町
長
を
あ
て
る
」
と
い

う
こ
と
と
、
「必
要
に
応
じ
て
臨
時

に
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
」
が

新
た
に
規
約
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

＞
総
会
の
よ
う
す

町
民

（大
人
）
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

町
内
の
各
団
体
の
代
表
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
未
加
入
の
組
織
の
参
加

を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

新

会

長

の

抱

負

今
年
度
よ
り
沖

勝
治

前
会
長
の
あ
と
を

受
け
て
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
苅
田
町
町
民
す

べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
私
達
大
人
の
責
任
で

も
あ
り
、
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
強
く
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
苅
田
町
を
担

っ
て
い
く
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
に
、
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
委
員
の
皆
様
方
の
大
変
な
熱

前

会

長

の

挨

拶

意
と
努
力
に
よ
り
、
苅
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
も
、
十

一
年
の
歴
史
を
重
ね
、
多
く

の
部
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
き

め
細
か
い
活
動
を
行
い
、
着
々
と
成
果
を
上

げ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
実
績
の
上
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら

の
二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
努
め
、
「誇
れ
る
苅
田
町
」
を

作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
簡
単
で
す
が
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長

苅
田
町
長

伊
　
塚

一
国
の
隆
盛
は
、
そ
の
国
の
青
少
年
の
姿

を
み
れ
ば
わ
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
苅
田

町
の
将
来
も
青
少
年
の
双
肩
に
懸

っ
て
い
る

と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
我
が
苅
田
町
で
も
す

こ
や
か
で
健
全
な
青
少
年
を
育
成
し
た
い
と 前

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会
長

沖

　

　

勝

治

い
う
熱
い
思
い
に
よ
り
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
が
結
成
さ
れ
、
今
日
ま
で
五
つ
の
部
会

の
自
主
的
、
創
造
的
な
取
り
組
み
の
中
で
大

き
な
成
果
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

早
く
も
満
十
周
年
の
歳
月
が
流
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
時
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
ま
す

と
共
に
、
今
日
ま
で
ご
協
力
戴
き
ま
し
た
各

役
員
さ
ん
を
始
め
と
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

工

し

感

謝

状

の
贈

呈

理 理

〈
１０
年
以
上
継
続
役
員
〉

前
会
長
　
沖
　
　
勝
治

理
　
事

副
会
長

副
会
長

新
木
　
幹
雄

井
上
　
之
夫

坂
岡
ヒ
サ
コ

原
田
　
雄
幸

理
事

事 事 長

〈６
年
以
上
継
続
退
任
役
員
〉

理
　
事
　
甫
水
金
次
郎

理
　
事
　
中
村
　
寛
治

監
　
事
　
楠
野
　
宣
機 （敬

称
略
）

θ

摯構
・



11年度上半期の事業予定表
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Vし

は

多

く

の

組

織

。
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間

。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
全
国
強
調
月
間

。
有
害
図
書

・
図
画
等
の
追
放
運
動

（１７
日
…
…
補
導
環
境
部
会
）

・
健
全
育
成
講
演
会

（１８
日
…
…
総
務
部
会
）

。
健
全
育
成
の
作
品
募
集

（ポ
ス
タ
ー
…
…
健
全
育
成
部
会
）

・
オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
募
集

（作
文

。
習
字

。
標
語
…
…
家
庭
部
会
）

・
町
民
会
議
だ
よ
り

「す
こ
や
か
」
２９
号
発
行

（総
務
部
会
）

。
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
防
止
研
修
会

（３１
日
…
…
補
導
環
境
部
会
）

。
定
例
街
頭
補
導

（少
年
を
守
る
日

・
県
下

一
斉
夜
間
補
導
）

・
夏
休
み
中
の
特
別
補
導

（補
導
部
会
お
よ
び
他
部
会
共
催
）

（各
種
盆
踊
り
大
会

・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
補
導
）

・
定
例
街
頭
補
導

（少
年
を
守
る
日

・
県
下

一
斉
夜
間
補
導
）

。
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
強
調
月
間

・
町
内
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（総
務
部
会
他
）

。
定
例
街
頭
補
導

（少
年
を
守
る
日

・
県
下

一
斉
夜
間
補
導
）

・
神
幸
祭
特
別
補
導

（３
日
…
…
補
導
環
境
部
会
他
）

。
町
民
体
育
祭
後
援

（１０
日
）

。
村
お
こ
し
ま
つ
り
後
援

。
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（健
全
育
成
部
会
）

。
オ
ア
シ
ス
運
動

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

（家
庭
部
会
）

。
定
例
街
頭
補
導

（少
年
を
守
る
日

・
県
下

一
斉
夜
問
補
導
）

・
全
国
青
少
年
育
成
強
調
月
間

・
い
じ
め
を
な
く
す
県
民
の
集
い

。
こ
ど
も
の
集
い
共
催

・
町
民
会
議
だ
よ
り

「す
こ
や
か
」
３０
号
発
行

（総
務
部
会
）

・
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（家
庭
部
会
）

。
オ
ア
シ
ス
運
動
作
品
　
県
町
入
選
者
発
表

（家
庭
部
会
）

・
健
全
育
成
の
作
品
　
　
県
町
入
選
者
発
表
（健
全
育
成
部
会
）

・
定
例
街
頭
補
導

（少
年
を
守
る
日

・
県
下

一
斉
夜
問
補
導
）

団

体

が

参

加

し

て

い
ま

す

。
（曽

体
１

９
９
名
）

4

新役員のみなさん

氏  名 所   属 備   考
,中   勝 ,台 前   会   長 顧間
伊塚  工 町 長 会長

新木 幹雄 人 権 擁 護 委 員 副会長
三井 昌一 教 育 委 員 副会長
井上 之夫 少 年 補 導 員 理事長
福田  弘 文  化  協  会 総務部会長
中島美佐子 社 会 教 育 委 員 ク 副部会長

増田 英治 公   民  館 部会庶務

田中 恭幸 行 橋 警 察 署 総務部会
珠久 六夫 町   議   会
本多 一盛 区 長 連 合 会
中谷 秀俊 中  学   校 新津中

土肥 征治 小   学   校 ″ 苅田小

本田 英靖 苅 田 工 業 高 校
田渕  晋 老人クラブ連合会
橋詰 典仁 少 年 補 導 員 ″ 県民会議指導員

藤本 尚久 西 日本工業大学
森若 憲道 商 工 会 議 所
松下 孝吉 ライオンズクラブ
千原  勲 ロータリークラブ
上野 義廣 役 場

木下 昌和 育 成 会 連 合 会 健全育成部会長
坂岡 正喜 スポーツ少年団 ″ 副部会長

笠  正則 青 年 団 協 議 会 ′′ 部会庶務

木山 徹雄 青少年問題協議会 健全育成部会
石田 正枝 社会福祉協議会
岩永 誠二 育 成 会 連 合 会
永松 留美 ク

武内麻由香 青 年 団 協 議 会

獅々戸勝彦 レクリエーション協会

田畑 弘志 ク

松本 和寛 スポーツ少年団
尾形  均 福 岡みや こ JA
羽廣 正純 少 年 補 導 員 補導環境部会長
原田 雄幸 青   商   会 ク  副部会長
池上 允之 人 権 擁 護 委 員 ″ 部会庶務

森  賞生 体 育 協 会 補導環境部会
田畑  隆 少 年 補 導 員 ″ 苅田地区補導員長

桐野 義正 保 護 司 会
山田  隆 交通安全指導員
蕗井 茂己 民 生 委 員
村上  巧 体 育 協 会
榎  信義 少 年 指 導 委 員
北原 正一 防 犯 指 導 員
上田 俊公 保 育 連 盟 家庭部会長
白石 信治 PTA連 合 会 ″ 副部会長、新津中
玉井 法子 母   子   会 ″ 部会庶務

和田健一郎 幼   稚   園 家庭部会
松本 昭雄 PTA連 合 会 ″ 苅田小

守  洋子 ク ″ 馬場小

角野 祥子 婦   人   会 ク 苅田地区
山本 節子 ″ ″ 与原校区
本多 澄子 ク ク 白川校区

坂岡ヒサコ 手をつなぐ親の会

中村 衆雄 身 障 者 福 社 会
吉野 利子 主 任 児 童 委 員
田中 裕子 生徒指導研修部会 生徒指導研修部会長、与原小
桑原 悦子 ク ″ 副部会長、馬場小

工藤 正志 ク ク 部会庶務、苅田中

山中 康久 体 育 協 会 監 事
守中 鎮人 場イ受

|、 _

督

■

|ヽ_

10月

7月

でわる

11月
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町
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育

成

を
目
指

し
て
各

種

の
団

体

・
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
民
会
議
で
は
、
そ
の
中
よ

リ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
近

い
部

活
動
に
対
し
て
、
今
ま
で
ふ
れ
あ

い
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

っ
て
ま

い

り
ま
し
た
。

町
民

か
ら
こ
の
記
載
依
頼

の
声

が
根
強
く
、
継
続

し
て
ま

い
り
ま

す
。今

回
は
、
町
内

三
ヶ
所

に
あ

り

ま
す
剣
道
道
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

元
気

の
良

い
か
け
声
。

礼
儀
正
し
い
あ

い
さ

つ
。

そ

し
て
、
全
身

を
動

か
し
て
の

素
速

い
動
作
。
き

つ
く
て
も
懸
命

に
頑
張

っ
て

い
る
姿
が
見
え
ま
し

た
。

○
健
心
館
の
モ
ッ
ト
ー

南
原
健
心
館
は
、
剣
道
の
理
念
に
も
と
づ
き

剣
道
の
練
習
を
行
う
団
体
で
あ
る
。

基
本
稽
古
に
重
点
を
置
き
、
礼
儀

・
体
力

・

精
神
面
で
は
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
自
身
に
自
信
を
持
た
せ
何
事
に
も
挫
折
す

る
事
の
な
い
よ
う
指
導
を
行

っ
て
い
る
。昨
今
、

子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、

剣
道
を
行

う

こ
と
に

よ
リ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク

の
大
切
さ

や
人
を
思

い
や
る
気

持
ち
を
学

ん
で
、
立

派
な
人
間

に
な
る
事

を
願

っ
て

い
る
。

剣 ⑩ 道
○
設
　
　
立

○
館
　
　
長

○
部

員

数

○
練
習
場
所

○
練
習
曰
時

燈

昭
和
”
年

荒
木

久
美
夫

２０
名
（小
学
生
１３
名
中
学
生
７
名
）

苅
田
町
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

剣
道
場

毎
週

央

・
本

・
土
曜
日

１８
時
～
２０
時

○
設
　
　
立

○
館
　
　
長

○
部

一員

数

○
練
習
場
所

○
練
習
曰
時

昭
和
５５
年

榎
　
信
義

ν
名

（小
学
生
２
名

中
学
生
５
名
）

清
信
館
道
場

（尾
倉
）

毎
週

央

・
水

・
本

・
土
曜
日

ヮ
時
３０
分
～
１９
時

（小
学
生
）

１９
時
～
２０
時

（中
学
生
）

○
清
信
館
の
２０
周
年
を
迎
え
て

当
道
場
で
は
、

。
第

一
に
、
嘘
を

つ
い
て
は
い
け
な
い
。

。
第
二
に
、
怠
け
て
は
い
け
な
い
。

・
第
二
に
、
や
り
っ
ば
な
し
に
し
て
は
い
け
な
い
。

。
第
四
に
、
わ
が
ま
ま
を
し
て
は
い
け
な
い
。

・
第
五
に
、
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。

以
上
の
簡
単
で
難
し
い
五
訓
を
守
る
こ
と
に

よ

っ
て
健
全
な
る
精
神
力
と
体
力
が
養
わ
れ
、

厳
し
い
稽
古
に
耐
え
、
結
果
と
し
て
県
下
で
も

優
勝
し
、
全
日
本
剣
道
大
会
で
小

。
中
学
生
共

に
二
回
の
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
も
優
勝
目
指
し
て
全
員
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
５Ｃ
年

塩
塚

弘
美

２３
名

（小
学
生
１８
名

中
学
生
５
名
）

（央

・
本
）

与
原
小
体
育
館

（　
土
　
）

総
合
福
祉
会
館

毎
週

央

・
本

・
土
曜
日

１８
時
～
２０
時

○
設
　
　
立

○
館
　
　
長

○
部

員

数

○
練
習
場
所

○
練
習
日
時

○
子
ど
も
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

練
習
は
、
き
つ
い
け
ど
試
合
に
勝

っ
た
時
は

嬉
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（６
年
生
）

剣
道
を
続
け
て
き
た
か
ら
、
足
が
速
く
な

っ

た
気
が
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（５
年
生
）

四
年
生
は
ボ
ク
ひ
と
り
な
の
で
誰
か
入

っ
て

ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（４
年
生
）

た
く
さ
ん
友
達
が
出
来
ま
し
た
。
（３
年
生
）

休
み
た
い
時
も
あ
る
け
ど
、
皆
頑
張

っ
て
い

る
の
で
、
行
き
ま
す
。　
　
　
　
　
（２
年
生
）

早
く
め
ん
を
つ
け
た
い
。
　
　
　
（１
年
生
）

5

〈南
原
健
心
館
〉

〈苅
田
清
信
館
〉

〈与
原
少
年
剣
友
会
〉
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す
こ
や
か

Q
&

◎
専
任
の
相
談
員
が
気
安
く
対
応

し
、
必
要
な
教
育
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

☆
相
談
は
、
ま
ず
聞
く
こ
と
を
基
本

に
は
じ
め
ま
す
。

☆
次
に
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
者
と

一
緒
に
悩
み
知
恵
を
出
し
合
い
ま

す
。

☆
ま
た
、
相
談
員
が
持

っ
て
い
る
情

報
を
提
供
し
た
り
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

☆
ご
相
談
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
継

続
し
て
の
相
談
や
他
の
教
育
相
談

機
関
へ
の
紹
介
を
し
ま
す
。

※
相
談
の
た
め
の
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

ヽ プ

ゝ
′

～   ″
″

〃
ひとりで悩まずに話しましょう

第3日曜日は

へ
ｔ

家庭の日

編

集

後

記

異
動
に
て
メ
ン
バ
ー
が

一
新
し
ま

し
た
。
大
変
不
慣
れ
な
中
、
第
２９
号
を
発

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

青
少
年
に
関
す
る
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
次
の
と
こ
ろ
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。

１１
年
度
の
編
集
委
員

委
員
長

委
　
員

千
原
　
　
勲
（総
　
務
）

宮
下
　
幸
信
（
　
″

浜
田
い
さ
子
（
　
″

勝
男
（
　
″

隆
（補

導

俊
公
（家
　
庭
）

弘
志
（健
　
全
）

浩
二
（事
　
務
）

辻 田 上 田 森
本 畑 田 畑

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

春
４
３
４
１
１
１
１
１
内
線
３
９
０

6

「
ヨ
ｒ
・ヽ

子
ど
も
に

つ
い
て
、
な

に
か
相
談

し
た

い
と
き
は
ど

こ

に
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

苅
田
町
で
は
悩
め
る
子
ど
も
や
親
た
ち

へ
の
援
助
活
動

を
目
的
に
、
教
育
相
談
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

A

相談日

9時～16時 30分

(12時～13時 昼休みです )

|

ヽ

面接相談または、電話相談の

いずれでも結構です

月 。水・木 。金曜日

(祝祭日は休みです)

時 間

方 法

苅田町教育委員会内
(役場 3F)

っ颯′と、    い い こ に

(誕6ム36-1152(専用)
※休日と時間外は留守番電話に切り替え

ますので予約受付ができます。

談室
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